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第１章 市民意識調査の概要

（１）

調査目的

「 」合併により誕生した新しい掛川市の市政運営の基本方針として 第１次掛川市総合計画

。 「 」を策定しているところである 計画の策定にあたり 市民の視点に立った成果を重視する

といった観点から、市民が実感できる成果目標を定めるため「市」や「市民」の現状に対

する意識調査を実施した。

（２）調査対象

①調査対象

市内にお住まいの 歳以上の全ての市民の中から 人の方々を抽出し、男女比率20 2,500
を 対１とし、年齢階層ごとに均等に抽出した。1
②配布数

枚を配布した。2,500

（３）調査期間と調査方法

①調査期間

平成 年 月 日～平成 年 月 日18 8 10 18 8 31
②調査方法

郵送発送・回収

（４）回収状況

枚回収（回収率 ％）1,103 44.12
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第２章 単純集計結果
（１）性別（問１）

、「 」 、「 」 「 」 「 」 、回答者の性別は 女性 ％ 男性 ％と 女性 の割合が 男性 を上回り53.0 45.0
市政やまちづくりに対して「女性」の関心が高いことがうかがえた。

（２）年齢（問２）

回答者の年齢は 「 歳代」 ％ 「 歳代」 ％と、若い世代の回答割合が約 割、 、20 9.8 30 12.0 2
を占めた。一方 「 歳代」 ％ 「 歳代以上」 ％と、回答割合は約 割となっ、 、60 22.0 70 20.9 4
ており、回答は高齢者の意向が多少強く反映されていることがうかがえた。

２０歳代
9.8%

３０歳代
12.0%

４０歳代
15.3%

５０歳代
18.9%

６０歳代
22.0%

７０歳代以上
20.9%

無回答
1.0%

男性

45.0%

女性

53.0%

無回答

2.0%
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（３）住まい（問３中学校区）

回答者の住まい（中学校区）は 「西中学校区」 ％ 「東中学校区」 ％などが上、 、18.7 17.0
、 「 」 。 、位を占め 次いで 北中学校区 が ％でした 中学校区の人口規模の違いとともに15.0

回答者が両中学校区に多く居住していることがうかがえた。

（４）家族構成（問４）

回答者の家族構成は 「二世代世帯（親と子 」 ％ 「夫婦世帯（子なし 」 ％な、 ） 、 ）40.8 20.4
18.2どが上位を占め 核家族化が進行していることがうかがえた 一方 三世代世帯 は、 。 、「 」

％と約 割を占めた。2

単身世帯

10.2%
その他

8.7%

無回答

1.6%

三世代世帯

（親と子と孫）
18.2%

二世代世帯

（親と子）

40.8%

夫婦世帯
（子なし）

20.4%

4 . 4 %

1 1 . 0 %

7 . 1 %

6 . 3 %

1 5 . 0 %

5 . 6 %

1 1 . 2 %

1 8 . 7 %

1 7 . 0 %

3 . 7 %

0 5 1 0 1 5 2 0

栄 川 中 学 校 区

東 中 学 校 区

西 中 学 校 区

桜 が 丘 中 学 校 区

原 野 谷 中 学 校 区

北 中 学 校 区

城 東 中 学 校 区

大 浜 中 学 校 区

大 須 賀 中 学 校 区

無 回 答
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（５）高校生以下の子どもの有無（問５）

回答者の子どもの有無（高校生以下）は 「いない」 ％で約 割を占めていること、 71.0 7
から、少子化がすすんでいることがうかがえた。

（６） 歳以上の家族の有無(問６)65
回答者の 歳以上の家族の有無は 「いる」 ％ 「いない」 ％とおよそ半数と65 50.9 46.1、 、

なり、高齢化が進んでいることがうかがえた。

いる

24.8%

いない
71.0%

無回答
4.2%

いる

50.9%
いない

46.1%

無回答

3.0%
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（７）職業（問７）

回答者の職業は 「無職」が ％で最も多く （２）であったように高齢者の回答が、 、24.4
多いことがうかがえた。働いている方の職種は「製造業・建設業」が ％ 「商業・サ21.5 、

ービス業」が と上位を占めた。20.9%

（８）居住年数（問８）

居住年数は 「 年以上」 「生まれてからずっと」 などが上位を占め、長期、 20 39.5% 31.6%
的居住傾向であることがうかがえた。

1.7%

12.4%

24.4%

13.4%

0.9%

20.9%

21.5%

4.8%

0 10 20 30

農林水産業

製造業・建設業

商業・サービス業（公務員含む）

学生

家事（専業）

無職

その他

無回答

1.2%

39.5%

5.1%

6.0%

5.0%

8.4%

3.3%

31.6%

0 10 20 30 40 50

生まれてからずっと掛川市に住んでいる

１年未満

１～５年未満

５～１０年未満

１０～１５年未満

１５～２０年未満

２０年以上

無回答
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（９）住宅種類（問９）

持ち家が と大部分を占め、一方賃貸住宅は となった。82.9% 15.6%

持ち家

82.9%

賃貸住宅

15.6%

無回答
1.5%
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( )項目別評価と優先度(問 )10 10
〈 〉 現在の掛川市は、安心して子どもを生み育てる環境が整っているまちだと10-1

思いますか？

↓

肯定的回答が 、否定的回答が と評価が二つに分かれた。また、41.5% 42.3%
「わからない 「無回答」併せて を占めた。優先度は が優先すべ」 16.1% 73.8%
きとの判断を得た。

『評価』 『優先度』

〈 〉あなたは病気やケガなど万一の時、いつでも安心した医療が受けられると思10-2
いますか？

↓

肯定的回答が 、否定的回答は 、優先度は 「最優先 「できれ40.9% 54.4% 、 」、

ば優先」あわせて と多数を占め、全体で第 位で、関心が高いことが83.7% 1
うかがえた。

『評価』 『優先度』

まったくそうは

思わない
6.3%

わからない

13.5%

無回答

2.6%

あまりそうは

思わない
36.0%

まあまあそう

思う
39.3%

非常にそう思う

2.2%

あまりそうは
思わない

42.6%

まあまあそう

思う

36.3%

無回答
1.5%

わからない
3.3%

まったくそうは
思わない

11.8%

非常にそう思う
4.6%

最優先
42.1%

できれば優先

41.6%

無回答

6.2%
わからない

4.2%

優先しない
0.9%

あまり優先

しない
5.1%

最優先

28.0%

優先しない
1.8%

わからない
9.8%

無回答
7.8%

できれば優先

45.8%

あまり

優先しない
6.8%
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〈 〉掛川市は病人や障害者、高齢者になっても安心して暮らしていけるまちだと10-3
思いますか？

↓

評価に関して、否定的回答が となっており、 と多数が優先すべ61.2% 79.1%
きとの判断を得て、全体の第 位となった。2

『評価』 『優先度』

〈 〉あなたは常日頃、ごみの減量化、節水、電気使用量削減など地球環境保全の10-4
ために行動していると思いますか？

↓

評価に関しては、 が取り組みを行っているとの回答であり、優先度も79.0%
と関心があることがうかがえ、全体の第 位となった。77.5% 3

『評価』 『優先度』

まったくそうは
思わない

13.7%

わからない

10.4%

あまりそうは

思わない
47.5%

まあまあそう

思う

24.0%

無回答
1.7%

非常にそう思う
2.6%

最優先

33.0%

できれば優先
46.1%

優先しない

2.1%

わからない
6.2%

無回答
6.7%

あまり
優先しない

5.9%

非常にそう思う

22.0%

まあまあそう
思う

57.0%

わからない

1.5%
まったくそうは

思わない
2.0%

あまりそうは
思わない

16.1%

無回答
1.4%

最優先
22.6%

無回答
6.2%

できれば優先

54.9%

わからない

3.0%

優先しない

2.0%

あまり
優先しない

11.3%
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〈 〉あなたは、豊かな自然を身近に感じた暮らしが送れていると思いますか？10-5

↓

評価に関しては、肯定的回答が となっており、優先度は、 が優先65.3% 60.2%
した取り組みを求めている。

『評価』 『優先度』

〈 〉あなたがお住まいの地域には、清潔で潤いのある生活環境が保たれていると10-6
思いますか？

↓

評価に関しては、肯定的回答が となっており、 が優先した取り58.8% 68.0%
組みを求めている。

『評価』 『優先度』

非常にそう思う
15.6%

あまりそうは

思わない
25.3%

まあまあそう
思う

49.7%

わからない

2.5%

無回答

1.4%まったくそうは

思わない

5.5%

最優先

11.9%

できれば優先

48.3%

優先しない
5.4%

わからない
5.8%

無回答
7.2%

あまり
優先しない

21.4%

わからない

3.4%まったくそうは
思わない

6.1%

あまりそうは

思わない
30.3%

まあまあそう

思う
53.3%

無回答
1.4% 非常にそう思う

5.5% 最優先

14.1%

できれば優先

54.0%

優先しない

3.6%

わからない
5.2%

無回答
7.0%

あまり

優先しない

16.1%
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〈 〉あなたは、上水道が安心して飲め、断水などが無く、安定して供給されてい10-7
ると思いますか？

↓

、 、 、評価に関しては 肯定的回答が となっており 大変良い結果を得たが70.7%
優先度に関して が優先して取り組むべきとの回答を得た。71.0%

『評価』 『優先度』

あなたは 地域の子ども達が 心身共に健やかに成長していると思いますか？〈 〉 、 、10-8

↓

評価に関しては肯定的回答が となっており、優先度は が優先す61.6% 76.1%
べきとの判断を得て、全体の第 位となった。5

『評価』 『優先度』

非常にそう思う
18.5%

わからない
3.2%

まったくそうは

思わない
6.9%

あまりそうは
思わない

17.7%

まあまあそう

思う
52.2%

無回答

1.5%

まったくそうは
思わない

3.5%

わからない
12.1%

あまりそうは
思わない

20.9%
まあまあそう

思う
56.3%

無回答

1.7%

非常にそう思う
5.4%

最優先

30.7%

優先しない

3.8%

わからない

4.7%

無回答
6.9%

できれば優先
40.3%

あまり優先

しない

13.5%

最優先
30.0%優先しない

1.5%

わからない
9.2%

無回答
6.3%

できれば優先

46.1%

あまり優先

しない
6.8%
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〈 〉あなたは、生きがいを感じる趣味をひとつ以上持っていると思いますか？10-9

↓

評価に関しては、 が趣味を持っており、優先度は、 が優先した58.9% 54.3%
取り組みを求めている。

『評価』 『優先度』

〈 〉あなたは、健康で生きがいを持って暮らしていると思いますか？10-10

↓

評価に関しては が生きがいを持って暮らしているとの回答を得た。58.8%
優先度は、 が優先して取り組むことを求めている。65.8%

『評価』 『優先度』

非常にそう思う
18.1%

わからない

3.6%

あまりそうは

思わない
22.5%

まあまあそう
思う

40.8%

無回答

2.6%

まったくそうは
思わない

12.3%

最優先
11.6%

できれば優先

42.7%

優先しない
7.3%

わからない
7.3%

無回答
6.9%

あまり優先

しない
24.1%

非常にそう思う
12.1%

あまりそうは

思わない

28.3%

まあまあそう

思う
46.7%

わからない
3.1%

無回答

2.0%

まったくそうは

思わない
7.8%

最優先
18.3%

できれば優先

47.5%

優先しない

3.9%

わからない

6.8%

無回答
7.6%

あまり優先

しない

15.9%
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〈 〉あなたは、週一回以上スポーツやレクリエーションをしていますか10-11

↓

参加している 、参加していない となり、参加していない人が28.6% 70.1%
。 、 。多いことがうかがえた 優先度は が優先した取り組みを求めている42.3%

『評価』 『優先度』

〈 〉あなたは、ご自分のふるさとに誇りと愛着を持っていますか？10-12

↓

評価に関しては、肯定的回答が となっており、優先度は が優先64.6% 49.5%
した取り組みを求めている。

『評価』 『優先度』

いる

28.6%

いない
70.1%

無回答

1.3%
最優先

8.8%

できれば優先

33.5%

優先しない

13.9%

わからない
6.3%

無回答

9.4%

あまり優先

しない
28.0%

非常にそう思う
18.3%

まったくそうは

思わない
4.2%

わからない

5.2%

あまりそうは

思わない

23.8%

まあまあそう

思う
46.3%

無回答
2.2%

最優先

12.9%

できれば優先
36.6%

優先しない
7.3%

わからない
9.0%

無回答
7.8%

あまり優先

しない

26.5%
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〈 〉あなたは、掛川市は他市に比べ産業が発展しており、市民の雇用が確保さ10-13
れていると思いますか？

↓

評価に関しては、肯定的回答が 、否定的回答が となっており、28.9% 54.4%
半数以上が否定的意見を抱いている。優先度は と高くなっている。62.9%

『評価』 『優先度』

〈 〉掛川の中心市街地は、魅力的で楽しいと感じますか？10-14

↓

中心市街地が活性化していると感じている人は 、そうは思わない人は6.8%
で明らかに中心市街地が活性化していないことがうかがえたが、優先85.9%

度は にとどまった。50.6%

『評価』 『優先度』

まったくそうは
思わない

13.9%

わからない

15.3%

あまりそうは思

わない
40.5%

まあまあそう
思う

26.6%

無回答

1.5%

非常にそう思う

2.3%
最優先
16.5%

できれば優先

46.4%

優先しない

1.6%

わからない

14.3%

無回答
6.9%

あまり優先

しない

14.2%

まったくそうは
思わない

49.3%

あまりそうは
思わない

36.6%

無回答

1.7%

非常にそう思う
0.4%

わからない

5.5%

まあまあそう
思う
6.4%

最優先
14.8%

できれば優先

35.8%

優先しない
9.2%

わからない

10.2%

無回答
7.2%

あまり優先
しない

22.8%
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〈 〉あなたは、市内で営まれている農業により豊かな食生活が支えられている10-15
とともに、掛川市のまちづくりに役立っていると思いますか？

↓

評価に関しては、肯定的回答は となっており、優先度は、 が優42.5% 54.6%
先した取り組みを求めている。

『評価』 『優先度』

〈 〉あなたは、市内道路の通行に不便を感じますか？10-16

↓

49.5% 45.4% 58.5%不便さを感じる人は 一方不便さを感じない人は であり、 、

が優先して取り込むことを求めている。

『評価』 『優先度』

まったくそうは
思わない

10.5%

わからない

13.5%

無回答

1.6%

あまりそうは

思わない
31.8%

まあまあそう

思う
36.9%

非常にそう思う

5.6% 最優先
10.2%

できれば優先

44.4%

優先しない

3.7%

わからない

15.0%

無回答

6.6%

あまり優先
しない

20.0%

非常にそう思う
26.9%

あまりそうは
思わない
38.3%

まあまあそう
思う
22.6%

無回答
1.6%

わからない
3.5%

まったくそうは
思わない
7.1%

最優先
22.4%

できれば優先
36.1%

優先しない
6.3%

わからない
6.1%

無回答
7.7%

あまり優先
しない
21.5%
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〈 〉あなたは、通勤・通学・通院・買物などに出かける時にバスや鉄道に不便10-17
を感じますか？

↓

53.1% 34.8% 53.9%不便さを感じる人は 一方不便さを感じない人は であり、 、 、

が優先して取り込むことを求めている。

『評価』 『優先度』

〈 〉掛川市は、住宅用地、農業用地、工業用地、商業用地などがバランス良く10-18
配置され、快適で美しいまちだと思いますか？

↓

評価に関しては、肯定的回答 、否定的回答 となっており、過29.2% 53.0%
半数が否定的意見を抱いている。優先度は、 が優先した取り組みを求43.6%
めている。

『評価』 『優先度』

非常にそう思う

33.1%

まったくそうは

思わない

8.2%

わからない

10.6%

無回答

1.5%

あまりそうは

思わない

26.6%
まあまあそう

思う
20.0%

最優先
20.9%

できれば優先

33.0%

優先しない

7.1%

わからない

10.7%

無回答
7.6%

あまり優先
しない

20.8%

まったくそうは
思わない

12.5%

わからない

16.1%

あまりそうは思
わない

40.5%

まあまあそう
思う

27.4%

無回答

1.6%

非常にそう思う
1.8% 最優先

7.4%

できれば優先
36.2%優先しない

4.5%

わからない
18.0%

無回答
7.8%

あまり優先
しない

26.0%
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あなたは 災害時に自分がどのように行動すればよいか自覚していますか？〈 〉 、10-19

↓

評価に関しては、肯定的回答 と過半数を満たしたが、優先度 と56.6% 73.8%
高い数値を得た。

『評価』 『優先度』

あなたは 災害に備えて水や食料など非常持ち出し品を準備していますか？〈 〉 、10-20

↓

評価に関しては、肯定的回答 、否定的回答 と近い値であり、優49.8% 42.7%
先度は を占めた。72.4%

『評価』 『優先度』

非常にそう思う

13.0%

まったくそうは

思わない
5.1%

わからない

11.3%

無回答

2.6%

あまりそうは
思わない

24.4% まあまあそう

思う
43.6%

非常にそう思う
14.5%

まったくそうは

思わない
19.4%

わからない
4.1%

無回答

3.4%

あまりそうは
思わない

23.3%

まあまあそう
思う

35.3%

最優先
27.6%優先しない

1.3%

わからない

7.8%

無回答
7.6%

できれば優先

46.2%

あまり優先

しない
9.5%

最優先

26.6%

無回答
7.4%

できれば優先

45.8%

あまり優先

しない

13.2%

わからない
4.4%

優先しない

2.5%
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〈 〉あなたは、火事や救急の時に直ちに駆けつけてくれる消防救急体制が確保10-21
されていると思いますか？

↓

評価に関して と半数以上肯定的回答となっており、優先度においては55.9%
と多数が優先すべきとの判断を得て、全体の第 位となっている。77.5% 3

『評価』 『優先度』

〈 〉あなたは、掛川市は交通事故や犯罪が少ないまちだと思いますか？10-22

↓

評価に関して、肯定的回答 、否定的回答 となっており、優先度38.8% 48.7%
に関しては が優先すべきとの判断を得た。72.4%

『評価』 『優先度』

非常にそう思う
12.6%

まったくそうは
思わない

5.3%

わからない

15.5%

無回答

1.9%

あまりそうは

思わない

21.3%

まあまあそう

思う

43.3%

最優先
39.3%

できれば優先
38.2%

優先しない

1.1%

わからない

9.3%

無回答
6.7%

あまり優先

しない
5.4%

まったくそうは

思わない
10.7%

わからない
10.5%

あまりそうは思
わない

38.0%

まあまあそう
思う

35.5%

無回答

2.0%

非常にそう思う

3.3%

最優先

31.8%優先しない
1.5%

わからない

9.2%

無回答
7.7%

できれば優先

40.6%

あまり優先

しない

9.1%
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〈 〉あなたの力は、より良い地域づくり・まちづくりに活かされていると思い10-23
ますか？

↓

自分の力が地域づくり・まちづくりに活かされていると思う人は 、思16.7%
62.0% 34.0%わない人は となり協働意識が薄いことがうかがえた。優先度は

と最も低くなった。

『評価』 『優先度』

〈 〉掛川市は、他の自治体に比べ行政改革が進んでいると思いますか？10-24

↓

13.3% 56.4% 28.2%評価に関しては、肯定的回答 、否定的回答 、わからない

となっており、行政改革の取り組みの理解が薄いことがうかがえた。優先度

については、 が優先した取り組みを求めている。49.8%

『評価』 『優先度』

最優先

4.5%

できれば優先

29.5%

優先しない
6.4%

わからない

23.5%

無回答
8.2%

あまり優先
しない

27.9%

まったくそうは

思わない
18.3%

わからない

28.2%

あまりそうは
思わない

38.1%

無回答

2.1%

非常にそう思う

1.0% まあまあそう

思う

12.3%

まったくそうは

思わない
22.7%

わからない
19.4%

あまりそうは

思わない
39.3%

無回答

1.8%

非常にそう思う

1.5%
まあまあそう

思う

15.2%

最優先

13.6%

できれば優先
36.2%

わからない
24.2%

無回答

8.3%

優先しない

2.2%

あまり優先
しない

15.5%
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〈 〉掛川市は、他の自治体に比べ情報公開や情報提供が進んでいると思います10-25
か？

↓

17.5% 49.3% 31.0%評価に関しては、肯定的回答 、否定的回答 、わからない

、 。 、となっており 取り組みへの理解の浸透が薄いことがうかがえた 優先度は

が優先した取り組みを求めている。47.0%

『評価』 『優先度』

〈 〉あなたは、窓口サービスが迅速で効率良く提供さてていると思いますか？10-26

↓

評価に関しては、肯定的回答 、否定的回答 とほぼ同数となっ41.3% 41.0%
た。優先度に関しては が優先した取り組みを求めている。58.2%

『評価』 『優先度』

まったくそうは

思わない

14.5%

わからない
31.0%

あまりそうは

思わない
34.8%

まあまあそう

思う

16.7%

無回答
2.2%

非常にそう思う
0.8%

まったくそうは

思わない
11.3%

わからない
15.4%

あまりそうは

思わない

29.7%

まあまあそう

思う

36.9%

無回答

2.2%

非常にそう思う

4.4% 最優先

13.6%

できれば優先

44.6%

優先しない

2.4%

わからない

12.9%

無回答

8.7%

あまり優先

しない
17.9%

最優先

9.9%

できれば優先
37.1%

わからない
24.9%

無回答

8.3%

優先しない
1.8%

あまり優先

しない
18.0%
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〈 〉あなたがお住まいの地域は、人と人が信頼し、助け合える地域になってい10-27
ると思いますか？

↓

評価に関しては、肯定的回答が となっており、 が優先した取り53.3% 63.0%
組みを求めている。

『評価』 『優先度』

〈 〉あなたは、一年間に一回以上、地域の活動(諸作業やイベントなど)に参加10-28
しましたか？

↓

地域活動への参加は が参加しており、大変高い数値を得た。優先度74.3%
は、 が優先した取り組みを求めている。54.7%

『評価』 『優先度』

非常にそう思う
7.8%

まったくそうは

思わない
8.9%

わからない

8.3%

無回答

1.8%

あまりそうは

思わない
27.7%

まあまあそう

思う
45.5%

最優先

15.5%

できれば優先

47.5%

優先しない
3.1%

わからない
8.3%

無回答

8.5%

あまり優先

しない
17.1%

した
74.2%

しない

24.3%

無回答

1.5%
最優先
12.4%

できれば優先
42.3%

優先しない

7.6%

わからない

7.3%

無回答

10.9%

あまり優先

しない
19.4%
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〈 〉家庭、地域、職場などあらゆる場面において、男女が共に認め合い、共に10-29
個性と能力を生かせる社会になっていると思いますか？

↓

評価に関しては、肯定的回答 、否定的回答 となっており、男27.1% 55.0%
。 、女共同社会にはなっていないと感じる人が多いことがうかがえた 優先度は

が優先した取り組みを求めている。52.1%

『評価』 『優先度』

最優先

9.4%

できれば優先

42.7%

優先しない

3.3%

わからない
14.4%

無回答
7.6%

あまり優先
しない

22.6%

まったくそうは

思わない
11.3%

わからない

15.7% まあまあそう

思う
24.5%

あまりそうは
思わない

43.7%

無回答
2.2%

非常にそう思う

2.6%
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( )すみやすさ(問 )11 11

掛川市は住みやすいですか？

↓

「どちらかといえば住みやすい」が で多数を占め 「とても住みやすい」 をあ68.6% 9.5%、

78.1% 16.0% 2.6%わせると となり 「どちらかといえば住みにくい」 「とても住みにくい」、

住みにくいと感じる を大きく上回った。18.6%

【全体】

とても住みやす

い

9.5%

どちらかといえ

ば住みにくい

16.0%

とても住みにく

い

2.6%

無回答

3.3%

どちらかといえ

ば住みやすい

68.6%
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【地区別】

地区別の住みやすさの評価では、東中学校区 、原野谷中学校区 、北中学84.5% 80.7%
、 、 「 」 。 、校区 城東中学校区 で 割以上が 住みやすい と回答している 一方81.8% 85.8% 8

栄川中学校区 、大須賀中学校区 、大浜中学校区 の順で住みやすさの58.5% 71.0% 73.1%
評価は厳しいものとなっている。

栄川中学校区

無回答

4.9%とても

住みにくい

7.3%

どちらかと

いえば住

みにくい

29.3% どちらかと

いえば住

みやすい

46.3%

とても住

みやすい

12.2%

東中学校区

無回答

1.6%

とても住

みにくい

2.1%どちらか

といえば

住みにく

い

11.7%
どちらか

といえば

住みやす

い

69.1%

とても住

みやすい

15.4%

西中学校区

無回答

1.9%

とても住み

にくい

2.9%

どちらかと

いえば住

みやすい

73.3%

とても住み

やすい

5.8%

どちらかと

いえば住

みにくい

16.0%

桜が丘中学校区

無回答

4.0%とても住

みにくい

4.0%

どちらかと

いえば住

みにくい
14.5%

どちらかと

いえば住

みやすい

73.3%

とても住

みやすい

4.0%
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原野谷中学校区

無回答

1.6%

とても住み

にくい

0.0%どちらかと

いえば住

みにくい

17.7%

どちらかと

いえば住

みやすい

69.4%

とても住み

やすい

11.3%

北中学校区

無回答

3.0%

とても住

みにくい

2.4%
どちらかと

いえば住

みにくい

12.7%

どちらかと

いえば住

みやすい

67.9%

とても住

みやすい

13.9%

大須賀中学校区

無回答

6.6%
とても住

みにくい

2.5%

どちらかと

いえば住

みにくい

19.8%

どちらかと

いえば住

みやすい

66.9%

とても住

みやすい

4.1%

城東中学校区

とても住み

にくい

 1.4%

無回答

2.9%

どちらかと

いえば住

みにくい

10.0%

どちらかと

いえば住

みやすい

72.9%

とても住み

やすい

12.9%

大浜中学校区

無回答

1.3%

とても住

みにくい

2.6%

どちらか

といえば

住みにく

い

23.1%

どちらか

といえば

住みやす

い

62.8%

とても住

みやすい

10.3%
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( )まちづくりへの優先度（問 ）12 12

これからの掛川市は、どのようなまちづくりに優先して取り組むべきでしょうか？

↓

「 」 、 。「 」 、福祉・医療 に対する関心が最も高く を占めた 災害 に対する関心は85.3% 48.2%
「都市基盤」 「地球環境保全」 と次いだ。39.0% 32.0%

【全体】

2.7%

3.8%

27.3%

48.2%

39.0%

23.0%

20.3%

32.0%

85.3%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

福祉や医療を充実させ、誰もが健康で安らかに暮らせるまち

地球環境を守り、自然と共生した暮らしができるまち

生涯学習を充実、自己を高め、豊かな人生を実感できるまち

多様な産業の発展により、豊かな暮らしが送れるまち

都市基盤を整備し、便利で快適に暮らせるまち

災害に強く、安心して暮らせるまち

協働・広域・行財政改革を進め、サービスが受けられるまち

その他

無回答
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【地区別】

地区別では、旧掛川区域の回答は 「福祉や医療を充実させ、誰もが健康で安らかに、

暮らせるまち 「災害に強く、安心して暮らせるまち」への期待の声が多かったが、旧」

大東、旧大須賀区域では、第 位に「都市基盤を整備し、便利で快適に暮らせるまち」2
の声が多いことがうかがえた。

栄川中学校区

2.4%

4.9%

24.4%

41.5%

31.7%

36.6%

22.0%

34.1%

87.8%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

福祉や医療を充実させ、誰もが健康で安らかに暮らせるまち

地球環境を守り、自然と共生した暮らしができるまち

生涯学習を充実、自己を高め、豊かな人生を実感できるまち

多様な産業の発展により、豊かな暮らしが送れるまち

都市基盤を整備し、便利で快適に暮らせるまち

災害に強く、安心して暮らせるまち

協働・広域・行財政改革を進め、サービスが受けられるまち

その他

　無　　回　　答

東中学校区

2.7%

4.3%

28.7%

50.5%

27.7%

27.7%

19.7%

37.8%

84.0%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

福祉や医療を充実させ、誰もが健康で安らかに暮らせるまち

地球環境を守り、自然と共生した暮らしができるまち

生涯学習を充実、自己を高め、豊かな人生を実感できるまち

多様な産業の発展により、豊かな暮らしが送れるまち

都市基盤を整備し、便利で快適に暮らせるまち

災害に強く、安心して暮らせるまち

協働・広域・行財政改革を進め、サービスが受けられるまち

その他

　無　　回　　答

西中学校区

1.9%

4.9%

26.2%

57.3%

33.0%

23.8%

19.4%

26.7%

86.9%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

福祉や医療を充実させ、誰もが健康で安らかに暮らせるまち

地球環境を守り、自然と共生した暮らしができるまち

生涯学習を充実、自己を高め、豊かな人生を実感できるまち

多様な産業の発展により、豊かな暮らしが送れるまち

都市基盤を整備し、便利で快適に暮らせるまち

災害に強く、安心して暮らせるまち

協働・広域・行財政改革を進め、サービスが受けられるまち

その他

　無　　回　　答
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桜が丘中学校

4.8%

3.2%

30.6%

46.8%

42.7%

16.1%

24.2%

29.0%

85.5%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

福祉や医療を充実させ、誰もが健康で安らかに暮らせるまち

地球環境を守り、自然と共生した暮らしができるまち

生涯学習を充実、自己を高め、豊かな人生を実感できるまち

多様な産業の発展により、豊かな暮らしが送れるまち

都市基盤を整備し、便利で快適に暮らせるまち

災害に強く、安心して暮らせるまち

協働・広域・行財政改革を進め、サービスが受けられるまち

その他

　無　　回　　答

原野谷中学校区

3.2%

6.5%

19.4%

46.8%

38.7%

19.4%

19.4%

37.1%

83.9%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

福祉や医療を充実させ、誰もが健康で安らかに暮らせるまち

地球環境を守り、自然と共生した暮らしができるまち

生涯学習を充実、自己を高め、豊かな人生を実感できるまち

多様な産業の発展により、豊かな暮らしが送れるまち

都市基盤を整備し、便利で快適に暮らせるまち

災害に強く、安心して暮らせるまち

協働・広域・行財政改革を進め、サービスが受けられるまち

その他

　無　　回　　答

北中学校区

2.4%

4.2%

23.6%

50.3%

31.5%

21.8%

21.2%

37.6%

89.1%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

福祉や医療を充実させ、誰もが健康で安らかに暮らせるまち

地球環境を守り、自然と共生した暮らしができるまち

生涯学習を充実、自己を高め、豊かな人生を実感できるまち

多様な産業の発展により、豊かな暮らしが送れるまち

都市基盤を整備し、便利で快適に暮らせるまち

災害に強く、安心して暮らせるまち

協働・広域・行財政改革を進め、サービスが受けられるまち

その他

　無　　回　　答



- 29 -

城東中学校区

1.4%

2.9%

28.6%

34.3%

55.7%

22.9%

24.3%

25.7%

90.0%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

福祉や医療を充実させ、誰もが健康で安らかに暮らせるまち

地球環境を守り、自然と共生した暮らしができるまち

生涯学習を充実、自己を高め、豊かな人生を実感できるまち

多様な産業の発展により、豊かな暮らしが送れるまち

都市基盤を整備し、便利で快適に暮らせるまち

災害に強く、安心して暮らせるまち

協働・広域・行財政改革を進め、サービスが受けられるまち

その他

　無　　回　　答

大浜中学校区

1.3%

0.0%

24.4%

50.0%

50.0%

21.8%

25.6%

32.1%

82.1%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

福祉や医療を充実させ、誰もが健康で安らかに暮らせるまち

地球環境を守り、自然と共生した暮らしができるまち

生涯学習を充実、自己を高め、豊かな人生を実感できるまち

多様な産業の発展により、豊かな暮らしが送れるまち

都市基盤を整備し、便利で快適に暮らせるまち

災害に強く、安心して暮らせるまち

協働・広域・行財政改革を進め、サービスが受けられるまち

その他

　無　　回　　答

大須賀中学校区
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福祉や医療を充実させ、誰もが健康で安らかに暮らせるまち

地球環境を守り、自然と共生した暮らしができるまち

生涯学習を充実、自己を高め、豊かな人生を実感できるまち

多様な産業の発展により、豊かな暮らしが送れるまち

都市基盤を整備し、便利で快適に暮らせるまち

災害に強く、安心して暮らせるまち

協働・広域・行財政改革を進め、サービスが受けられるまち

その他

　無　　回　　答
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第３章 調査結果のまとめ

１ 「住みやすさ」

8「 」 「 」 、とても住みやすい と どちらかと言えば住みやすい を合わせた肯定的回答は 約

割であり、平成 年度調査の約 割を上回るものとなった。しかし、肯定的回答は栄川17 7
中学校区で約 割、大須賀中学校区、大浜中学校区で約 割と地域差が見られた。6 7

２ 「これからのまちづくりへの優先度」

これからのまちづくりへの優先すべき視点は「福祉や医療を充実させ、誰もが健康で安

らかに暮らせるまち」が最も高い回答であり、平成 年度調査と同じ項目であった。た17
17だし 次いで回答の多かった 災害に強く 安心して暮らせるまち については 平成、 「 、 」 、

年度調査においては 位となっている。5

３ 「満足度と優先度の関係」

、 （ 、29施策の満足度と優先度を点数化し 縦軸に優先度 グラフ上側がより優先度が高く

下側がより優先度が低い）を、横軸に満足度（グラフの右側がより満足度が高く、左側が

より満足度が低い）をとってグラフ化しました。座標の原点は、満足度と優先度の両者と

もの平均値としています。各象限に位置づけられた施策は 施策の比較の中では概ね次29
のように評価されたと考えることができます。

（１）満足度も優先度も高い施策 － 第１象限（グラフ右上側）

施策の比較では、満足度も優先度も高い項目になります。相対的に重要度が高29
いことから、さらなる充実を図るべき施策となります。

【満足度も優先度も高い施策】

・４ 地球環境保全のための行動

・７ 上水道の安全・安定供給

・８ 地域の子ども達の心身共に健やかな成長

・ 健康でいきがいのある暮らし10
・ 災害時の自覚19
・ 災害に備えての準備20
・ 消防救急体制の確保21
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（２）満足度が低く、優先度が高い施策 ‐ 第 象限（グラフ左上側）2
施策の比較では満足度が低く、優先度が高い施策になります。不満度合いと重29

要性が高いことから、不満の解消に向けて早急に対応するべき施策になります。

【満足度が低く優先度が高い施策】

・１ 安心できる子育て環境

・２ 安心できる医療

・３ 身体的ハンデを負っても安心して暮らせる

・ 産業の発展、市民の雇用の確保13
・ 交通事故や犯罪が少ないまち22

（３）満足度も優先度も低い施策 － 第 象限（グラフ左下側）3
施策の比較では、満足度も優先度も低い施策になります。市民の不満の要因を29

把握し、満足度向上に向けて計画的に改善を図るべき施策になります。

【満足度も重要度も低い施策】

・ 週一回以上スポーツ・レクリエーション11
・ 中心市街地は魅力的で楽しい14
・ 農業により支えられている豊かな食生活15
・ 住宅、農業、工業、商業用地などのバランス18
・ より良い地域づくり・まちづくりへの人材の活用23
・ 他の自治体に比べた行政改革24
・ 他の自治体に比べた情報公開や情報提供25
・ 窓口サービスの迅速・効率のよい提供26
・ 男女共同参画社会29

（４）満足度が高く優先度は低い施策 － 第 象限（グラフ右下側）4
施策の比較では満足度が高く、優先度が低い施策であり、今後も市民の満足度29

の維持に努めるべき施策になります。

【満足度が高く優先度は低い施策】

・５ 身近に感じる豊かな自然

・６ 清潔で潤いのある生活環境

・９ 生きがいを感じる趣味の有無

・ ふるさとへの誇りと愛情12
・ 市内道路の通行16
・ 公共交通機関の便17
・ 人と人とが信頼し助け合える地域27
・ 一年間に一回以上の地域の活動への参加28
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満足度も優先度も高い－第１象限満足度が低く優先度は高い－第２象限

満足度も優先度も低い－第３象限 満足度は高く優先度は低い－第４象限

 

1.501.000.500.00-0.50-1.00-1.50

満足度

1.00

0.50

0.00

優
先
度

 

２．安心できる医療 
21．消防救急体制の確保 

３．身体的ハンデを負っても安心して暮らせる 
８．地域の子ども達の心身共に健やかな成長 

７．上水道の安全・安定供給 

28．一年間に一回以上の 
地域の活動への参加 

11．週一回以上スポーツ・レクリエーション 
23．より良い地域づくり・まちづくりへの人材の活用 

14．中心市街地は魅力的で楽しい 
18．住宅、農業、工業、商業用地 

などのバランス 

12．ふるさとへの誇りと愛情 
９．生きがいを感じる趣味の有無 

19．災害時の自覚 
１．安心できる子育て環境 

22．交通事故や犯罪が少ないまち 

20．災害に備えての準備 

13．産業の発展、市民の雇用の確保 

６．清潔で潤いのある生活環境 
10．健康で生きがいのある暮らし 

27．人と人が信頼し助け合える地域 

16．市内道路の通行 
26．窓口サービスの迅速・ 

効率のよい提供 

24．他の自治体に比べた行政改革 

25．他の自治体に比べた 
情報公開や情報提供 

29．男女共同参画社会 
15．農業により支えら 

れている豊かな食生活 
５．身近に感じる豊かな自然 
17．公共交通機関の便 

４．地球環境保全のための行動 

（平均値：0.02） 

（平均値：0.67） 
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（主な意見）第４章 自由回答結果

【保健医療福祉分野】

救急車で運ばれても医師の都合で他病院と回さないよう信頼できる先生がいつも居てほしいで・

す。

掛川で生まれ、結婚し十数年他県に住んで戻って来たのですが、掛川はあまりに医療機関が少・

なすぎると思います。その為救急の患者さんは市民病院に集中してしまう・・・。生涯学習と

は何なのか？もっとわかりやすく市民それぞれが対応できる様な施策をしていただきたい。

医療機関をもっともっと充実させていただきたい。市立病院（掛川）をさけ隣接の市又は他・

地域の医療機関を信頼している現実をごぞんじですか？。

疾病やけがで市立病院へ行った時、非常に待ち時間が長すぎる。待合室で待ちくたびれている・

老人が具合が良くない状態を平気で見すごす看護婦の態度が悪い。あれではますます具合が悪

くなるばかりだ。大変遺憾である。

乳幼児、障害者が暮らしやすいまちにしなくてはならない。・

高齢者・障害者や子供たちが不便なく安心して暮らせる掛川市であってほしいです。福祉面で・

の、サービス提供者の（在宅訪問）の教育の徹底！不快な思いをしないで安心して受けられる

障害者が増えて欲しいと思います。障害者を抱えた家族の苦労が少しでも楽になるように。介

護者に対する周囲の無理解も非常に多いです。

高齢化が進む中、安心して入所出来る（低所得者）施設、福祉に力を入れて下さい。・

救急で病院に行った時親切に対応してもらいたいです・

現在、老令化が急激に進んでいます。老後を健康に暮らすことができ得れば、これに越した事・

はありません。しかし、不幸にして介護施設への入所者や、入所希望者が激増しているのも現

実であります。そして、既設の介護老人福祉施設、介護療養型医療施設、介護老人保健施設は

、 、いづれも常時満員の状態にあるように見受けられ 現在入所希望者が２～３ヶ月も入所できず

待機を余儀なくされている話をよく聞きます。老令化の進展に伴って施設の需要は益々増加す

るものと思われます。市営、或いは民営を問いませんがこれらの施設を増設して老令者が安心

してその老後を送れるよう特にお願い致します。

公共の施設がもっと割安で使用できるようにして頂きたい。元気なお年寄り（６５～８５才）・

の遊び場所を考えてほしい （仲間作りとかスポーツクラブ）。

健康診断が合併に依り、有料の物が多くなり受診者が減っているのでは…？。・
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【環境生活分野】

どこへ行ってもゴミだらけ。小中高生の教育にゴミ拾いや草とりを取り入れたらどうでしょう・

か。

自然を大切にしてほしい。・

地球の温暖化を思うと質素倹約の生活を望ましく思う。楽しく喜びを感じる。合併後、中心部・

。 。 、と周辺地域で格差を感じます 全市民に平等になるような市政を望みます 教育と教養を高め

広い心で互いに人を尊重し合う明るい社会を望みます。

排水溝が臭い。下水道課に連絡したら掃除をしてもらえるのでしょうか？・

自然を破壊して住宅地を増大させることは好ましくない。今ある自然を大切にしてスローライ・

フでもっと身の周りの自然や環境の良さに目を向けて生活できるゆとりがあればいいです。夏

でも田や野山を渡って吹く風は気持ちが良く、空気もおいしいから無くさないで下さい。

ゴミについて、カン・ビン・ペットボトル・牛乳パックなどは日々発生するものであり、その・

割りに回収頻度が少ないと思います （専用ゴミ箱を常時設置する等単身者の多い賃貸住宅の所。

には設置する等 。）

水道は安定していますが料金が高いのでなんとかしなければならない。・

もっと動物を大切に！ノラ犬・ノラ猫を捨てる人達を罰金した方がいい。・

私の住む地域は自然がたくさんあって落ち着ける。住みよい町だと思います。なので自然環境・

はこのままでいいと思います。

。 （ ）・ゴミの分別ハイキをもっと徹底させることが必要です 特にアパート住まいの人 外国人含む

理解できていない。ゴミ袋に各人の名前をかいて出し、責任をもたせることが重要だと思いま

す。
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【教育文化分野】

全体には良くまとまった街だとは思いますが、やはり周辺自治体に比較すると子供の学習環境・

（公園、学習施設ｅｔｃ）が充実していない（特に菊川と比べ 。）

（ 、 ） 。・小学生の発達障害 ＡＤＨＤ アスペルガー症 について学校の職員も理解して接して下さい

保育園の待ちがない対策を作って欲しい。幼保にしても全く意味がない。幼保にするなら、幼・

保の意義や意図を明確に市民に伝えて欲しい。

最近、法人化した保育園の職員間のいじめ、質の低下を聞き、子育てを安心して任せられる施・

設の充実をと思いました。未来を担う子育てに重視を保育園の先生方、幼稚園の先生方、温か

く指導してほしいです。

幼保一元化。現在の計画に反対です。いくつかは完了しているようですが、子を持つ親として・

は不安材料ばかりです。２才になる娘を何とか現状の幼稚園に通わせたいです。市としては、

他からも注目を受けている事業でしょうが、現場の子供たち１人１人の為になっているとは思

えません。

私の子供は、１人ですが、今、和田岡幼稚園に通っています。月に、諸費用合わせ、平均で７・

０００～８０００円くらいですんでますが、閉園し、次に行く園はいっきに30000円以上に上が

。 、 。ってしまいます 市のつごうでかってに転園させられるのに 私たちへのふたんが多すぎます

5000円補助がきますがそれでも今までとはかけはなれた額です。少子化対策で幼保園にという

なら、もっとふたんが少ない方法はないのでしょうか？これが原因で（中の1つ）2人目は考え

られません。とてもいっぺんに2人で60000円ちょっとを毎月支払うことはできません。もう少

し市民の意見をきいて作ったりできないですか？

趣味、スポーツに取組める環境が多く欲しい。多くの人が集い、利用できる大きな公園が欲し・

い。老若男女誰もが安心して健やかに暮せる街作りを積極的に進めて頂きたい。又将来を見据

えた計画的なビジョンも示して頂きたい。全てにおいて立派なものより、確実なものを求めた

いと思います。

小学生、中学生、高校生の知恵を借りるとよいと思います （掛川市に関すること）これからの・ 。

町づくり、面白いアイデアはきっとたくさん集まると思います。

今子供の少子化支援と言っているけど児童手当等増額しているが、もっと子供を持つ事の自覚・

が薄れるので、あまり援助の事ばかり（お金を与える）考えないで親に自覚を持たせ、母子家

庭等ふやさないように指導してむだな母子年金をふやさないように。税金のムダ使いです。真

面目に働いている人がたまりません。

子供達が安心して遊ぶことのできる場所が少ないと思います。親子で参加できるイベントやボ・

ランティア等の活動があるといいと思います。
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【産業経済分野】

・駅周辺を活性化させて欲しい。工場、会社が多く出張者も新幹線を利用している為駅周辺にス

ターバックス等の朝～夜まであいているカフェが必要です。特に紺屋町付近は夜男性グループ

の酔っ払いが多く、男性は声が大きいのでうるさい上にこわいです。またお祭りがある際も夜

中３～４時まで騒いでいる声がうるさいです。

ジャスコのような大型ショッピングセンターがほしいと多々聞く。・ユニー・

旧掛川市街の店舗で買物をしたくても、駐車場が少なくて、利用できない。又、駐車規制がき・

びしくなって、一段と買いにくくなった。街のあちこちへ、市営又は、店舗共同の駐車場を作

れば（空店舗を改良等）利用者が増えて、街の活性化になると思います。年配者は、大型店よ

りも昔からの掛川の店で買物をする方が、安心して買えます（店の方とも話をしながら 。）

中心街へ出て行くと、掛川市が死んだような眠っている様な感じを受けとても淋しいです。駅・

の南北問わず人がほっとくつろげる場、交流の場があればよいと思うし、人が行きたくなる町

の活気をほしいです （イベントを計画しなくても普だんから）通過する車はバイパスや国道を。

通るのですから、商店街に限り買物客は駐車を許可する（一時）等、何か工夫をして町に活気

を呼ぶこと （町毎に駐車スペースを作る等）無駄を省き福祉にまわしたり、市民生活に生かさ。

れるよう、国保や市民税水道料等少し下げて安心して暮らせるまちにしていただきたいです。

※例祭典時期、まちはシャッター通リになりお客をシャットアウトする商店街は掛川だけのよ

うに思います。人を寄せつけないまちのイメージです。

歩いて楽しめるまちづくりが少ない気がします。・

公園とか、子供も大人も楽しめるものが少ないから、そんな場所がもっとほしい。図書館の本・

をもっと新しいものをたくさん入れてほしい。コミックとかビデオとか専門書も少ない。本屋

にある話題の新刊も少しづつ入れてほしい。大きな美術館とか、水族館の様なものもほしい。

大河ドラマで掛川市が知れわたったので全国のそば、うどん通りを作ったらいいかなと思う。・

そうすればリピータがふえるので城の回りがにぎやかなになると思う。

、 、 、 、・祭典のことですが 以前より日数も増え 次々と立派な山車が出来 ハッピは絹という風潮で

経費も嵩み一般負担も多くなり、陰では多くの人達が不まんを持って居るようです。熱心な人

々が言い出すと、一般の人は非常に発言しにくくなり、又、役員をして下さって居る方でも、

いろいろもらして居る方もあります。祭典は地域の交流、又市の観光事業として大切だとは思

いますが、以前のように日数をへらすとか、一般負担が嵩まないような、法方指導は出来ない

でしょうか。
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【都市基盤分野】

市バス、北回り＆南回りバスの本数を増やすことが出来ませんか？又、夜の時間、もう少し遅・

くまでバスが運転してくれると助かります。

現在自分で車を運転してどこへでも行く事ができますが、将来車に乗れなくなったときのこと・

を考えると不安になります。病院や役所に行くにしても高額なタクシー代を必要とすることが

予想されます。大型バスでなくても良いのでひんぱんに通る公共交通機関の実現を希望してお

ります。

現在旧掛川市南部を中心にバスの運行が行われていますが、税金で運営される以上市全域を対・

象に運行がなされるべきだと思います。市全体が公平にサービスを受けられる事が望ましいと

思いますが・・・。

市街地はどんどん整備されていくのに、市街地から遠く離れた地域はとり残されているように・

思います。同じように税金を払っているのにと思うと不公平感は否めません。

区画整理をしっかり速くしてもらいたい （道路整備とも）・ 。

無駄な道路工事が多すぎる（同じ場所を何度もやりすぎ）・

、 。 、 （ ）、・掛川の道路は渋滞が多いため 道路の整備を早急にお願いしたい 特にバイパス 国一 大池

駅北側の東西に渡る道路。

市全体にバランスよく公園の配置と整備使われずに汚ないだけの公園が目立つ。小さな子供が・

遊べる様日陰も作れる工夫（屋根のあるベンチなど）をしてはどうか（母親が付き添っていら

れない 。）

高齢者が増加して、自家用車を運転する高齢者も増えているが、時々道に迷っている人を見か・

けるので、信号機の所に地名を必ず書いてほしい。また、広い道路で逆走しないように道路に

線を書いて（○○○方面など）おくと良いと思う。

出勤時、鳥居の交差点から沢田ＩＣ（インターチェンジ）に行くまでの間大型トラックが通る・

と通学途中の子供が家側にはりつくように身を守っている姿を毎日のように見ています。市で

はその状況をどこまで理解しているのか毎日疑問に思います。センターラインをオーバーして

トラックが通り人が遠慮して歩いています。お天気を心配して傘を持っている子供は車と傘が

接触しないか不安になります。掛川市内では二人が並んで歩いても安心して歩ける歩道はたく

さんあります。しかし危険な箇所もあるということはその地域にとって不安で足らないと思い

ます。歩道を確保し車も人も安心して通れる道路にしてほしいと日々願っています。出勤途中

やまた通学の時間帯に関係者の方々で是非立ち合ってみて下さい。西中通学区でも親の要望の

１つです。よろしくお願い致します （通学路秋・冬時暗いので街燈の本数なども 。。 ）

自転車を利用することが多いが、歩道から車道に降りる時、段差があり乗りにくい。・

道路の白線が消えかかっている。オートバイで雨の日は見えにくく危険だ。・

工場などを誘地して税金などが安くなればいいなあと思います。・
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【防災危機管理分野】

凶悪な事件やあらゆる災害が各地で発生しています。当市は、地味でよいので防犯防災に力を・

入れてください。

東海地震対策。家具の固定等どうしたら良いかわからないので取り付けて欲しい （義務化して・ 。

欲しい ）→補助金等。。

家のまわりでかれ草やゴミを燃やしたりするので住みにくい！駐車場に置いてある車をパンク・

させられたりした。こういうマナーの悪い人がいる掛川はとても住みにくい！

外国人の犯罪が増加している。安心して住める街作りに努めて欲しい。最近特に高令者にも遠・

慮ない増税が苦しめられている。温かい血の通った市政を行ってほしい。

自主防災ついて。上層部の人達の活動は年々充実して来ていますが、私たちのような一般の人・

はもっともっと具体的な行動を起こさなくてはいけない。各家庭の防災に備えての点検項目な

ど互いにたしかめ合うとか、最低限の物を持って避難場所で点検し合うとか・・・

救急車を呼んだ時に住所を言っても“どの辺ですか？ “何を目やすに行けばいいですか？”と・ ”

対応された時はすごく驚いた。救急車を待つよりも自分で行った方が早いと思った。その時も

自分で運転して行きました。もっとみんなが安心して命を助けれる環境でなければ困る！！救

急体制を見直してほしいと思います。お願いします。

天浜線いこいの広場から家代の里までの街路灯が少なく防犯上の面で不安を感じる。・

市民が安全に暮らせるよう、特にに子供たちが交通事故や犯罪にあわないよう、具体的な対策・

を少しづつでも地域住民といっしょに行動を続けてほしい。例えば、わき道の制限時速オーバ

ー車対策。防犯灯増設。防犯カメラ設置。雑草刈り。

公園等の空き地も無く、災害時には、どのような場所に人々が集まるのかと思うと不安に感じ・

ています。

隣の市に原発があり、３０年内に８０％の可能性で巨大地震が来ると発表されています。中電・

は震度８以上で耐えられると言われていますが、この頃、事故が多発しています。とても心配

です。隣の市に原発があることで地震の時、事故の時どう対応するか市は考えていて欲しいと

思います （私は原発は絶対安全だと思っていましたが、事故も起こり絶対安全ではないように。

思います ）。



- 39 -

【協働・広域・行財政分野】

アパートに住んでおり、自治会費もはらっているのに情報もこないし、地域に参加させてもも・

らえない。非常に憤りを感じる。

広報が単身世帯のせいかまわってきません。ゴミの出し方もわかりません。郵送など直接届け・

て下さい。

行政改革の意欲が全く感じられない。市役所の窓口は良いが、市長の独断専行が目立ち、前任・

者及び前例を否定して市長個人のＰＲが目立ち過ぎる（非民主的 。団地内のコミュニケーショ）

ンは大変悪い、自己中心的過ぎる。文化協会の改革を望む。

税金は無駄使いせず、市民によく分かる形で市の運営を進めていただきたい。・

行政の姿勢が問題。職員の意識を改める事が先決。市民の要望にこたえる行政。行政の方針に・

ついてこいでは納得しない。職員のレベルアップが急務ではないか。

高齢者が年金を含め経済的に安心して暮していける様に。合併後、旧掛川が中心になり、大須・

賀・大東の情報が少なく感じます。以前は行政が身近に感じましたが、合併後は離れていって

しまった様な気がします。住民がそんな気持ちにならない様にしてほしいです。

向こう三軒両隣り大切にしていきたいと思っています・

「 （ ） 」 、・ 第１次掛川市総合計画基本構想 案 の概要 を平成１９年３月までに策定完了計画があるが

掛川市はすでに平成１７年４月１日よりスタートしている（事前準備期間もありながら）今こ

んな構想案を考えているようでは市政、市長、関係者に不満である。

他の自治体と比べる（行政改革などを）必要はないので、掛川市独自のおもしろいまちづくり・

をしてほしい。本当の意味で、市民にやさしいまちになってほしい。

・ 掛川市の将来像」→政策大綱が７項目ありますがどこまで達成するのか不明！データで具体化「

し市民に約束すべきである！※（広い掛川市の一点のデータで表してもだめで市内２０拠点位

を選定しすべて８０％以上が達成とすべきである 。）

古い考えの男性が多く、学歴や能力、資格のある女性が活躍を阻まれているのを目にします。・

女性が能力を認めてもらえる場が広がると嬉しいです。

町づくり、地域づくりは地域民の意識の向上をはかり、みんなで住より地域づくりをしようと・

する気運を高め、自分のできることで地域づくりのボランティア活動に参加する人をいっぱい

にすること。

現在の便利さよりも１０年２０年先の住みやすさ（環境も含め）を考えたまちづくりをしてほ・

しいです。子どもたちまたその次の世代が心身ともに豊かな生活ができるように。


